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要
　
旨

　
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
、
中
備
倉
敷
の
絹
商
人
蝠
翔
斎
小
野
治
右
衛
門
弘
度
は
か
つ
て
見
聞
し
書
き
留
め
て
あ
っ
た
心
学
教
訓
の

至
言
を
纏
め
て
一
冊
と
し
た
。
名
付
け
て
『
教訓
古
今
道
し
る
べ
』
と
言
う
。

　
当
該
書
は
、広
く
流
布
し
た
も
の
と
思
し
く
、『
国
書
総
目
録
』及
び
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
は
計
十
七
本
の
所
在
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
以
外
に
も
折
々
に
見
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
実
数
は
把
握
出
来
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
、
此
度
、
八
木
偶
会
の
六
本
を

略
紹
介
し
、
以
て
『
国
書
総
目
録
』
等
へ
の
補
追
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

女
子
大
國
お

　
第
百
五
十
四
号
　
平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日
　

﹇
資
料
紹
介
﹈

　
蝠
翔
斎
弘
度
編
輯

　
　
　『
教
訓
古
今
道
し
る
べ
』
六
種

八
　

木
　

意

知

男
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は
じ
め
に

　
岡
山
倉
敷
城
下
の
絹
商
「
舟
尾
屋
」
主
人
蝠
翔
斎
小
野
治
右
衛
門
弘
度
が
編
輯
し
た
心
学
教
訓
書
『
教
訓
古
今
道
し
る
べ
』
一
冊
が
出

版
さ
れ
た
の
は
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の
事
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
『
教
訓
古
今
道
し
る
べ
』
は
、
弘
度
が
商
売
に
て
諸
所
を
巡
る
中
で
見
聞
し
た
教
訓
、
あ
る
い
は
人
に
教
え
ら
れ
た
書
物
の
内
容

等
を
書
留
め
た
も
の
に
依
っ
て
編
ん
だ
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
弘
度
自
身
の
言
で
は
な
く
、
弘
度
が
強
く
感
銘
を
う
け
心
に
残
っ
た
先

達
の
言
を
一
冊
と
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　『
教
訓
古
今
古
道
し
る
べ
』
は
大
層
流
布
し
た
も
の
の
如
く
で
、
『
国
書
総
目
録
』
及
び
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
は
写
本
一
、
版
本

十
六
の
計
十
七
本
程
が
登
載
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
、
丘
園
杉
浦
三
郎
兵
衛
の
手
許
に
も
存
し
、
『
雲
泉
荘
山
誌
巻
之
三
　
石
門
心
学
関
係
図

書
及
資
料
』
（
昭
和
七
年
刊
）
の
「
第
十
一
　
心
学
関
係
教
訓
書
　
其
一
」
に
そ
れ
は
知
ら
れ
得
る
。

　
か
か
る
中
で
敢
え
て
当
該
書
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
『
国
書
総
目
録
』
等
へ
の
補
遺
と
伝
本
間
で
生
じ
る
差
異
の
実
態
を
把
握
を

せ
ん
が
為
で
あ
る
。
合
わ
せ
て
拙
著
『
和
解
本
善
書
の
資
料
と
研
究
』
（
平
成
十
九
年
、
京
都
女
子
大
学
研
究
叢
刊
46
）
の
補
遺
で
あ
る
。

　
　『
教
訓
古
今
道
し
る
べ
』
の
構
成

　『
教
訓
古
今
道
し
る
べ
』
は
、
基
本
的
に
楮
紙
七
十
四
葉
袋
綴
の
木
版
本
と
し
て
流
布
し
た
。
流
布
し
た
木
版
本
は
、
一
部
分
の
例
外
を

除
い
て
「
天
保
八
年
」
の
年
紀
を
有
す
る
。

　
そ
の
基
本
的
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
整
理
の
都
合
上
、
各
項
の
頭
に
私
に
通
し
番
号
⑴
～
�
を
付
し
た
。

一
見
返
し
│
書
名
、
編
者
名
、
編
者
編
集
の
言
。
此
の
一
面
全
て
青
色
摺
り
。

二
序

（
注
）

（
1オ
～

15ウ
）
│
⑴
醍
盧
（
1オ
～
2 オ
）　
⑵
松
斎
（
3 オ
～
4 オ
）　
⑶
復
軒
（
5オ
～
5ウ
）　
⑷
天
遊
（
6 オ
～
6ウ
）　
⑸
秀
卿
（
7オ
～
8ウ
）　
⑹
蕉
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窓
（
9オ
～

10ウ
）　
⑺
山
田
球
（

11オ
～

11ウ
）　
⑻
蓮
阪
（

12 オ
～

12ウ
）　
⑼
光
海
（

13 オ
～

13ウ
）　
⑽
朴
斎
（

14 オ
～

14ウ
）

三
題
字
│
⑾
・
⑿
義
明
（

13 オ
～

15ウ
）　
⒀
・
⒁
雲

（
16 オ
～

16ウ
）

四
歌
文
│
⒂
「
誠
」
（

17オ
～

17ウ
）　
⒃
「
水
戸
光
国

（
マ
ヽ
）

卿
御
条
目
」
（

17ウ
～

19ウ
）　
⒄
「
五
計
」
（

19ウ
～

20オ
）　
⒅
歌
五
首
（

20オ
～

20ウ
）　
⒆
「
家

は
小
く
と
も
」
文
（

20ウ
～

21オ
）　
⒇
歌
句
廿
三
首
（

21オ
～

23ウ
）　
�
鳫
金
文
七
等
五
人
男
事
（

24 オ
～

25オ
）　
�
「
堪
忍
」
歌
文
（

25オ
～

25ウ
）

五
「
孝
」
題
画
賛
│
�
玉

女
（
象
画
、26 オ
）　
�
金
峨
（
父
子
図
、26ウ
）　
�
怡
雲
（
犬
猫
図
、27オ
）　
�
泰
嶺
（
母
子
図
、27ウ
）　
�
守
義
（
親

子
外
出
図
、

28 オ
）　
�
鳳
冲
（
復
調
理
図
、

28ウ
）　
�
暭
如
（
親
子
背
向
図
、

29オ
）　
�
文
藻
（
親
子
図
、

29ウ
）　
�
鴬
卿
（
親
子
図
、

30オ
）　
�
載
月
（
老
親
図
、

30ウ
）

六
歌
文
│
�
「
細
川
三
斎
公
八
ヶ
条
」
（

31オ
～

32ウ
）　
�
歌
文
（

32ウ
）　
�
猩
々
庵
達
磨
図
賛
（

33 オ
）　
�
歌
九
首
（

33ウ
～

34ウ
）　
�
元
政
歌

二
首
（

34ウ
）　
�
手
嶋
先
生
答
歌
十
九
首
（

35オ
～

37オ
）

七
画
賛
│
�
中
岳
（
傀
儡
師
図
、

37ウ
）　
�
国
華
（
首
綱
引
図
、

38 オ
）

八
歌
文
│
�
歌
句
九
首
（

38ウ
～

39ウ
）　
�
「
姑
の
こ
ゝ
ろ
え
」
（

39ウ
）　
�
「
一
切
女
子
の
こ
ゝ
ろ
え
」
（

39ウ
～

42 オ
）　
�
歌
文
（

42 オ
～

42ウ
）

九
画
│
�
屏
石
（
正
直
神
社
図
、

43 オ
）

十
歌
文
│
�
「
先
年
関
東
に
…
…
」
文
（

43ウ
）　
�
「
手
嶋
先
生
の
い
ろ
は
う
た
」
（

44 オ
）　
�
「
天
満
宮
御
歌
」
（

44ウ
）

十
一
画
賛
│
�
烟
邨
（
城
図
、

45オ
）　
�
鳳
山
（
韓
信
図
、

45ウ
）

十
二
歌
文
│
�
「
そ
こ
な
ふ
満
心
」（

46 オ
～

47オ
）　
�
「
太
田
道
潅
の
う
た
」（

47オ
）　
�
「
手
嶋
先
生
い
ろ
は
う
た
」（

47オ
～

47ウ
）　
�
「
老

人
い
は
く
」
（

47ウ
～

48 オ
）　
�
「
な
き
よ
り
よ
き
は
な
し
」
（

48ウ
）

十
三
画
賛
│
�
周
得
（
信
長
図
、

49オ
）　
�
雪
居
（
童
遊
図
、

49ウ
）
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十
四
歌
文
│
�
歌
（

50オ
～

51オ
）　
�
「
御
代
の
は
ら
つ
ゝ
み
」
（

51ウ
～

53ウ
）　
�
「
地
震
の
う
た
」
（

53ウ
）　
�
「
以
レ

身
教
者
従
、
以
レ

言
教

者
訴
」
（

50オ
）　
�
「
明
明
徳
」
（

64 オ
）　
�
「
天
地
を
恐
る
ゝ
心
得
」
（

54ウ
）　
�
「
閑
通
和
尚
庭
石
の
銘
」
（

55オ
～

56 オ
）

十
五
画
賛
│
�
可
堂
（
農
夫
休
息
図
、

56ウ
）　
�
「
白
川
候
賛
（
自
在
鍵
図
、

57オ
）

十
六
歌
文
│
�
「
此
尻
日
よ
り
…
…
」
（
57
ウ
）　
�
「
父
の
こ
ゝ
ろ
え
」
（

58 オ
）　
�
「
子
の
心
え
」
（

58 オ
）　
�
「
母
の
こ
ゝ
ろ
え
」

（
58 オ
～

58ウ
）　
�
「
母
に
対
す
る
子
の
心
え
」（

58ウ
）　
�
「
舅
の
こ
ゝ
ろ
え
」（

58ウ
～

59オ
）　
�
「
嫁
の
こ
ゝ
ろ
へ

（
マ
ヽ
）」（

59オ
～

59ウ
）　
�
「
姑

に
対
す
る
嫁
の
こ
ゝ
ろ
へ
」
（

59ウ
）　
�
「
兄
の
こ
ゝ
ろ
へ
」
（

59ウ
）　
�
「
お
と
ゝ
の
こ
ゝ
ろ
へ
」
（

60オ
）　
�
「
夫
の
こ
ゝ
ろ
へ
」

（
60オ
）　
�
「
妻
の
こ
ゝ
ろ
へ
」
（

60オ
～

60ウ
）　
�
「
百
姓
の
こ
ゝ
ろ
へ
」
（

60ウ
）　
�
「
細
工
人
の
こ
ゝ
ろ
へ
」
（

60ウ
～

61オ
）　
�
「
商

人
の
心
得
」
（

61オ
）　
�
「
師
の
心
得
」
（

61オ
）　
�
「
弟
子
の
こ
ゝ
ろ
へ
」
（

61オ
～

61ウ
）　
�
「
身
を
治
る
心
得
」
（

61ウ
）　
�
「
世
に

交
る
こ
ゝ
ろ
へ
」
（

61ウ
）　
�
「
楠
正
成
誓
書
」
（

62 オ
～

64ウ
）　
�
「
大
乗
十
来
」
（

65オ
～

66 オ
）　
�
「
歌
句
十
二
首
」
（

66ウ
～

68ウ
）

十
七
画
賛
│
�
慶
雲
斎
（
鶴
図
、

69オ
）　
�
雲
岫
（
亀
図
、

69ウ
）

十
八
跋
文
│
�
小
寺
廉
之
（

70オ
～

70ウ
）

十
九
│
�
稿
人
名
録
（

71オ
～

73ウ
）

二
十
│
�
彫
刻
師
名
（

73ウ
）

二
十
一
│
�
小
野
弘
度
画
像
・
賛
（

74 オ
）

二
十
二
│
�
刊
記
（

74ウ
）

　
こ
こ
に
明
ら
か
な
如
く
、
画
賛
│
歌
文
│
画
賛
―
歌
文
を
織
り
成
し
て
内
容
に
区
分
を
つ
け
る
と
同
時
に
、
画
賛
は
当
代
人
作
、
歌
文

は
先
人
の
も
の
と
、
「
古
今
」
を
示
し
た
構
成
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。



［
資
料
紹
介
］
蝠
翔
斎
弘
度
編
輯
『
教
訓
古
今
道
し
る
べ
』
六
種

75

　
�
の
賛
に
は
「
三み

十そ

と
せ
に
ひ
ろ
ひ
あ
つ
め
し
わ
が
た
か
ら
　
た
か
ら
を
人
に
た
て
ま
つ
る
な
り
」
と
あ
っ
て
、
本
書
が
施
印
本
で
あ

る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
『
和
字
功
過
自
知
録
』
が
「
善
門
　
雑
善
類
」
に

一
し
ご
く
よ
き
書
物
を
つ
く
る
一
巻

十
善

一
印
施
し
て
ひ
ら
む
る
百
銭

一
善

と
す
る
の
を
承
け
る
と
思
量
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
紹
介
諸
本

　
こ
こ
で
は
八
木
偶
会
の
個
人
蔵
六
本
を
紹
介
す
る
。
版
本
四
本
と
写
本
二
本
で
あ
る
が
、
何
れ
も
『
国
書
総
目
録
』
等
に
は
未
載
の
も

の
で
あ
る
。

　
A
本
│
縦

228
粍
×
横

157
粍
、
楮
紙
袋
綴
、
版
本
。
表
紙
は
黄
土
色
。
題

箋
は
書
き
題
箋
。

見
返
し
は
青
色
摺
り
。

四
周
単
辺
の
匡
郭
内
は
縦

190
粍
×
横

132
粍
、
一
面
八
行
。
版
心
は

「
教
訓
」
、
丁
付
有
り
。

「
五
味
文
庫
」
旧
蔵
本
。
此
本
は
第
63
丁
が
落
丁
、
第
64
丁
が
二

葉
存
す
。
す
な
わ
ち
�
「
楠
正
成
誓
書
」
部
分
に
乱
れ
が
あ
る
。

な
お
、
表
紙
の
色
相
は
版
本
に
共
通
す
る
か
。

図－ 1　〈A本〉表紙

図

－

2
　〈

A
本
〉
版
心
部
分
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B
本
│
縦

220
粍
×
横

153
粍
、
楮
紙
袋
綴
、
版
本
。
四
周
単
辺
の
匡
郭
内
は
縦

190
粍
×
横

131
粍
。
題
箋
の
跡
は
残
れ
ど
無
し
。
黄
土
色
表

紙
と
見
え
る
が
擦
れ
が
甚
し
い
。
版
心
は
A
本
に
同
じ
。
一
面
八
行
。
丸
墨
印
「
丹
／
国
酢
惣
／
氷
」
有
り
。
巻
末
に
蔵
書
記
「
本

家
／
足
立
惣
右
衛
門
／
所
持
」
「
読
か
き
や
算
用
の
義
し
ら
ざ
れ
ハ
／
人
と
生
れ
て
人
乃
甲
斐
な
し
」
有
り
。

本
書
は
天
地
の
余
白
部
分
が
著
し
く
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

図－ 4　〈A本〉第 74丁オ・ウ　全ての版本に備う。

図－ 5　〈B本〉表表紙図－ 6　〈B本〉第 2 オ部分
丸墨印（25%大）

図－ 3　〈A本〉見返部分
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Ｃ
本
│
縦

222
粍
×
横

147
粍
、
楮
紙
袋
綴
、
版
本
。
但
、
綴
じ
糸
は
後
補
。
黄
土
色
表
紙
に
、

第
42
ウ
に
見
え
る
「
遺
文
三
十
軸
、
軸
々
金
玉
声
」
を
書
き
、
題
箋
に
も
及
ぶ
。
故

に
題
箋
に
記
さ
れ
た
原
文
字
は
不
読
。

匡
郭
内
は
縦

189
粍
×
横

126
粍
。
一
面
八
行
。
版
心
は
A
本
に
同
じ
。

本
書
は
第
26
丁
及
び
第
44
丁
が
落
丁
。

　
Ｄ
本
│
縦

222
粍
×
横

153
粍
、
楮
紙
袋
綴
、
版
本
。
黄
土
色
表
紙
に
青
緑
色
の
題
箋
。
題
箋

に
は
子
持
ち
罫
を
引
き
「
教訓
古
今
道
し
る
へ
　
全
」
と
有
り
。

匡
郭
内
は
縦

190
粍
×
横

131
粍
、
一
面
八
行
。
青
緑
色
の
題
箋
は
、
B
・
C
本
に
僅
か

に
残
る
滓
か
ら
し
て
原
形
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
Ｅ
本
│
縦

246
粍
×
横

167
粍
、
楮
紙
袋
綴
、
写
本
。
黄
土
色
地
に
丁
字
引
き
の
表
紙
、
題
箋

は
な
く
打
付
書
に
「
教訓
古
今
道
し
る
べ
　
全
」
と
有
り
。

墨
付
全
45
丁
、
一
面
八
行
。
表
紙
に

　
紀
元
二
千
五
百
四
十
年
／
即
明
治
十
三
年
九
月
写
之

と
打
付
書
き
さ
れ
て
お
り
、
巻
末
に

　
紀
元
二
千
五
百
四
十
年
／
即
明
治
十
三
年
九
月
写
之
／
荘
林
貞
治
郎
／
藤
原
兼
英

写
之

図－ 7　〈C本〉表表紙図－ 8　〈D本〉表表紙図－ 9　〈E本〉表表紙
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と
あ
る
。
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
「
荘
林
貞
治
郎
」
が
写
書
し
、
そ
れ
を
又
「
藤

原
兼
英
」
が
写
し
た
も
の
か
。

一
・
二
・
三
の
部
分
及
び
十
八
～
二
十
二
部
分
は
全
て
省
か
れ
、
ま
た
画
賛
部
分
は
賛

の
み
を
纏
め
て
全
体
の
末
に
写
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
序
跋
や
画
が
な
い
の
で
あ
る
。

　
Ｆ
本
│
縦

246
粍
×
横

172
粍
、
楮
紙
袋
仮
綴
、
写
本
。
墨
付
全
十
五
丁
、
一
面
十
～
十
四
行
。

題
箋
は
な
く
、
表
紙
に

明
治
十
五
年
四
月
冩
早
書
／
教訓
古
今
道
し
る
べ
／
小
西
邨
／
大
槻
湖
重
郎
㊞

（
朱
） 

と
あ
り
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
の
写
し
。

第
16
オ
の
⒀
雲

～
第
69
ウ
の
�
雲
岫
ま
で
を
備
う
が
、
画
は
一
切
無
く
、
画
賛
部

分
は
賛
の
み
で
あ
る
。

ま
た
、
第
69
オ
の
�
慶
雲
斎
画
賛
は
欠
け
て
い
る
。
こ
の
欠
は
故
意
に
な
さ
れ
て
い

る
と
思
し
く
、
当
該
箇
所
と
見
セ
ケ
チ
に
さ
れ
て
い
る
第
49
オ
の
�
周
得
（
信
長
図
）

で
は
版
本
は
賛
歌
を
左
か
ら
右
へ
記
し
て
い
る
。
故
に
右
か
ら
読
む
と
意
味
を
な
さ

な
い
。
従
っ
て
こ
の
両
者
は
省
略
方
向
へ
進
ん
だ
と
思
量
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

F
本
が
版
本
を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

図－ 10　〈F本〉表表紙図－ 11　〈D本〉による第 49 オ部分
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お
わ
り
に

　
例
え
ば
、
第
51
ウ
か
ら
第
53
ウ
に
か
け
て
「
御
代
の
は
ら
つ
ゝ
ミ
」
と
題
す
る
一
文
が
あ
る
。

あ
め
つ
ち
の
ま
こ
と
の
ミ
ち
ハ
明あ

き

ら
け
き
月
日
の
め
く
ミ
た
か
ひ
な
く
、
春は

る

ハ
花は

な

さ
き
秋あ

き

み
の
り
、
目
出
た
く

治
お
さ
ま

る
あ
め
か
下
、
弓ゆ

ミ

ハ

袋
ふ
く
ろ

に
矢や

ハ
は
こ
に
、
よ
ろ
ひ
か
ふ
と
ゝ
い
ふ
も
の
ハ
五
月
人に

ん

形げ
ふ

に
見
た
ば
か
り
、
屏び

や
う
ぶ風

ふ
す
ま
や
絵ゑ

双ぞ
う

紙し

に
か
ら
や
や
ま
と
の
い

く
さ
事
、
能の

う

や
う
た
ひ
や
芝し

ば

居ゐ

」
51ウ
　
も
の
見
た
り
聞き

い

た
り
な
ぐ
さ
む
も
い
ま
太た

い

平へ
い

の
お
か
け
そ
や
、
飢う

へ

す
こ
ゞ
え
す
く
ら
す
事
、
い

か
な
る
く
は
ほ
う
の
う
ま
れ
そ
や
、
耕こ

う

作さ
く

す
れ
は
田た

畑は
た

あ
り
、
麦む

ぎ

米こ
め

粟あ
わ

稗ひ
へ

何
な
り
と
心
ま
か
せ
に
作つ

く

り
出だ

し
、
野の

あ
る
き
山
あ
る
き

し
た
と
て
も
ゆ
び
壱
本
さ
す
も
の
な
く
、
江ゑ

戸ど

長な
が

さ
き
へ
い
た
と
て
も
こ
ち
に
無む

理り

せ
す
無む

理り

い
」

52 オ
　
は
ね
は
、
つ
ぶ
て
ひ
と
つ
う

つ
も
の
な
く
、
河か

ハ

に
は
橋は

し

か
け
て
あ
り
、
橋
な
き
所
は
船ふ

な

渡わ
た

し
、
馬う

ま

を
や
ろ
う
か
駕か

こ

を
や
ろ
う
か
、
は
ら
か
へ
つ
た
ら
一
せ
ん
め
し
、

日
か
く
れ
た
ら
ハ
は
た
こ
や
ど
、
あ
ま
さ
け
上
か
ん
あ
ん
は
い
よ
し
、
あ
ん
ま
り
御
ち
そ
ふ
か
過す

ぎ

る
ゆ
へ
、
お
り
〳
〵
御
料れ

う

理り

の
く

ひ
過す

こ

し
、
づ
ゝ
う
ふ
く
つ
う
し
や
く
つ
か
へ
」

52ウ
　
節せ

つ

季き

に
む
ね
を
い
た
め
た
り
、
ぶ
ん
さ
ん
か
け
を
ち
く
び
く
ゝ
り
、
ミ
な
こ
れ
御

馳ち

走そ
う

過
る
ゆ
へ
、
な
ん
ぼ
御
ち
そ
う
な
さ
れ
て
も
は
ら
か
へ
ら
ね
は
く
は
ぬ
か
よ
し
、
い
ふ
て
わ
る
ひ
ハ
い
は
ね
か
よ
し
、
の
ん
で

わ
る
ひ
は
の
ま
ぬ
か
よ
し
、
買
ふ
て
わ
る
ひ
は
か
は
ぬ
か
よ
し
、
そ
こ
で
お
な
か
ゝ
あ
ん
ば
い
よ
し
、
親お

や

子こ

に
こ
〳
〵
」

53 オ
　
夫ふ

う

ふ婦
中

よ
く
天
下
太
平
に

治
お
さ
ま

る

あ
す
か
ら
ハ
あ
だ
に
明
日
を
を
く
ら
じ
と

　
お
も
ひ
し
か
ど
も
け
ふ
も
く
ら
し
つ

　
　
　
地ぢ

震し
ん

の
う
た
に

世
の
中
の
お
こ
り
ハ
じ
し
ん
こ
ゝ
ろ
か
ら

　
ゆ
す
り
す
こ
す
と
家
ハ
つ
ぶ
れ
る
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む
つ
く
ら
と
丸
か
ど
あ
れ
や
人
こ
ゝ
ろ

　
あ
ま
り
ま
る
き
も
こ
ろ
び
や
す
け
れ
」

53ウ

○
読
点
を
私
に
付
し
た
。

○
漢
字
は
現
在
通
行
字
体
に
改
め
た
。

○
濁
点
は
マ
ヽ
で
あ
り
、
手
を
加
え
て
は
い
な
い
。

　
右
の
う
ち
、
「
あ
す
か
ら
ハ
」
歌
は
『
玉
葉
集
』
巻
第
十
九
、
釈
教
歌
、
二
七
〇
五
番
歌
、
慶
政
上
人
詠
で
あ
り
、
守
本
恵
観
編
『
心
学

絵
入
道

歌
百
首
和
解
』
（
明
治
十
九
年
刊
）
に
も
採
歌
さ
れ
て
あ
る
。
『
御
代
の
は
ら
つ
ゝ
ミ
（
『
御
代
腹
皷
』
）
』
（
寛
政
九
年
序
）
は
小
冊
と
し
て
出

さ
れ
た
心
学
書
。
す
な
わ
ち
『
御
代
の
は
ら
つ
ゝ
ミ
』
が
『
玉
葉
集
』
二
七
〇
五
番
歌
を
引
き
、
こ
れ
を
『
教訓
古
今
道
し
る
べ
』
は
そ
っ
く

り
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
心
学
書
に
お
け
る
一
般
的
な
手
法
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
す
ぐ
続
け
て
「
地
震
の
う
た
に
」
が

配
さ
れ
て
い
る
。
故
に
、
『
教訓
古
今
道
し
る
べ
』
は
、
心
学
書
一
般
に
倣
っ
て
編
集
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
う
で
あ
れ
ば
、
A
本
の
第
63
丁
が
欠
け
、
C
本
の
第
26
丁
・
第
44
丁
が
落
丁
し
て
い
る
の
は
、
全
く
の
偶
発
に
依
る
も
の
で
あ
っ
て
、

恣
意
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
A
本
あ
る
い
は
C
本
が
敢
え
て
当
該
部
分
を
欠
丁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。

　
本
書
の
書
名
は
、
外
題
は
『
教訓
古
今
道
し
る
べ
』
で
あ
り
、
内
題
は
『
教
訓
古
今
道
し
る
べ
』
で
あ
る
。
『
国
書
総
目
録
』
や
『
古
典
籍

総
合
目
録
』
は
内
題
に
従
い
、

教訓
古
今
道
し
る
べ
　
全
　
　
一
冊
　
蝙
蝠
斎
　
天
保
八
年

（
『
雲
泉
荘
山
誌
』
巻
之
三
、  

五
〇
頁
）

と
す
る
杉
浦
丘
園
は
外
題
に
従
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
『
国
書
総
目
録
』
等
が （

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
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○別
古
今
道
し
る
べ

と
し
、
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
が

金
沢
市
村
松
（
「
古
今
道
し
る
べ
」
一
冊
）

と
登
載
す
る
所
以
で
も
あ
る
。
角
書
は
時
に
省
略
し
て
称
さ
れ
る
故
、
「
教
訓
」
語
が
略
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
何
れ
に
し
て
も
、
本
稿
は
『
国
書
総
目
録
』
等
へ
の
補
追
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。

注　
こ
こ
に
序
を
寄
せ
画
賛
を
寄
せ
た
錚
々
た
る
人
人
は
、
当
時
吉
備
三
国
の
名
士
。
書
画
家
が
多
い
の
は
絹
商
と
し
て
の
付
合
い
が
あ
っ
た
故
で
あ
ろ
う
。

72
オ
～
73
ウ
の
『
稿
人
名
録
』
に
は
次
（
図
12
～
図
15
）
の
如
く
あ
る
が
、図－ 12　72 オ

図－ 13　72ウ
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（
1
） 『
岡
山
和
歌
俳
諧
人
名
辞
典
』
（
道
原
正
一
著
、
思
文
閣
）

（
2
） 『
改
訂

増
補
漢
文
学
者
総
覧
』
（
長
澤
孝
二
編
、
汲
古
書
院
）

（
3
） 『
和
学
者
総
覧
』
（
國
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編
、
汲
古
書
院
）

（
4
） 『
神
道
人
名
辞
典
』
（
神
社
新
報
社
）

等
を
便
に
若
刊
名
の
解
説
を
し
て
お
く
。

ア
　
醍
廬
萬
波
甚
太
郎

　
字
は
伯
信
、
別
号
を
復
堂
、
天
保
十
四
年
歿
。
岡
山
藩
儒
に
し
て
閑
谷
学
校
教
授
。

イ
　
松
斎
藤
井
長
門
守

　
松
斎
は
藤
井
高
尚
の
号
、
別
号
松
ノ
屋
、
少
く
し
て
小
寺
清
先
に
国
学
を
学
び
、
後
本
居
宣
長
の
門
に
入
る
。
入
木
道
は
梨
木
祐
為
に
つ
く
。
備
中
の

吉
備
津
宮
々
司
。
天
保
十
一
年
歿
。
そ
の
著
『
伊
勢
物
語
新
釈
』
は
白
眉
な
り
。

図－ 14　73 オ

図－ 15　73ウ
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ウ
　
天
遊
菅
三
郎

　
菅
茶
山
の
甥
、
自
牧
斎
ま
た
良
庵
と
号
す
。
頼
山
陽
等
に
儒
を
学
ぶ
。
万
延
元
年
歿
。

エ
　
聿
斎
北
條
退
輔

　
北
條
退
輔
は
志
摩
的
矢
出
身
の
備
後
福
山
藩
儒
北
條
霞
亭
の
息
男
。
間
軒
あ
る
い
は
秋
佳
と
号
す
。
詩
を
よ
く
す
。

オ
　
楽
々
斎
小
早
川
文
五
郎

　
小
早
川
文
吾
と
通
称
し
、
楽
々
斎
と
号
す
。
小
早
川
戇
と
い
う
。
明
治
十
三
年
歿
。

カ
　
蕉
窻
奥
田
庄
蔵

　
備
中
高
梁
藩
士
。
名
を
盛
香
、
号
を
楽
山
・
蕉
窓
・
五
愛
楼
等
い
う
。
中
井
履
軒
・
菅
茶
山
に
学
ぶ
。
万
延
元
年
歿
。

キ
　
球
山
田
安
五
郎

　
山
田
安
五
郎
は
方
谷
と
号
し
、
字
を
琳
卿
と
い
う
。
備
中
松
山
高
梁
藩
儒
、
明
治
十
年
歿
。
世
に
閑
谷
学
校
再
興
を
計
っ
た
こ
と
で
知
ら
る
。

ク
　
蓮
陂
今
村
左
橘

　
福
山
藩
士
今
村
五
兵
衛
は
蓮
坡
・
退
翁
・

風
居
と
号
し
、
士
孟
・
綽
夫
等
と
字
す
。
安
政
六
年
歿
。

ケ
　
光
海
小
寺
監
物

　
小
寺
監
物
、
名
は
清
之
、
字
は
光
海
、
号
は
棟
園
。
小
寺
清
先
の
長
子
に
し
て
神
島
の
稲
荷
神
社
宮
司
と
な
る
。
天
保
十
四
年
歿
。

コ
　
廉
之
小
寺
帯
刀

　
小
寺
清
先
の
次
子
。

サ
　
雲
鵬
小
埜
貞
三
郎

　
小
野
貞
三
郎
は
、
初
め
湘
雲
と
号
し
、
後
に
雲
鵬
と
号
す
。
書
家
と
し
て
名
を
な
す
が
、
岸
駒
等
に
学
ん
だ
画
を
以
て
丹
波
亀
山
藩
の
絵
師
と
な
る
。

歌
は
小
野
務
（
通
称
本
太
郎
、
安
政
元
年
歿
）
の
門
に
入
り
、
『
鰒
玉
集
』
六
編
「
雑
部
」
に
「
浦
島
子
」
題
に
て
入
集
す
る
小
野
機
そ
の
人
で
あ
る
。

安
政
三
年
歿
。
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シ
　
屏
石
井
上
真
澄

　
名
を
謙
満
・
弦
丸
、
号
を
屏
石
・
楠
堂
と
い
う
井
上
真
澄
は
、
平
賀
元
義
の
門
に
し
て
足
高
神
社
祠
官
。
歌
人
と
し
て
名
が
あ
る
。
安
政
三
年
歿
。

ス
　
慶
雲
斎
小
原
氏

　
慶
雲
斎
は
姓
を
小
原
、
称
を
三
左
衛
門
・
三
郎
右
衛
門
・
広
輔
、
字
を
子
典
、
名
を
常
之
・
輗
、
号
を
慶
雲
斎
・
旭
岡
・
蘆
汀
、
屋
号
を
宮
崎
屋
、
と

称
す
。
井
上
端
木
が
こ
と
。
和
歌
を
小
沢
蘆
庵
に
学
び
、
『
鴨
川
集
』
に
入
集
。
画
を
岸
駒
に
就
い
て
修
め
、
鶴
の
画
を
能
く
し
て
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
る
。

天
保
十
一
年
歿
。
家
集
に
『
鄙
塵
集
』
あ
り
。

（
本
学
名
誉
教
授
）


